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危険-本機の不適切な使用は、深刻なケガ等をまねく可能性があります。 

本機を使用、整備する場合は、適切な使用方法について熟知し、セットアップ、操

縦、整備を行なう前に本書を通読してください。 
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製品認証 

・シリアル記載板は本機前方に添付されています。最初の 5 桁の番号、85822 は製品番号です。 

・製品番号 85822は電気ディスプレイボックスを搭載しています。 

・製品番号 86150付属のトレンチフィリングアタッチメントを確認してください。 

・製品番号 86181付属のクロスコンベアアタッチメントを確認してください。 

 

製品記録 

重要：本機のシリアル番号を控えておきましょう。部品入手、整備の際に必要になります。 

モデル名 ワイドスピン 1540TEC トラック搭載型目砂散布機 

製品番号 85822 シリアル番号         購入日時          

購入先                                          

部品・整備のお問合わせ： 

ターフコ社製品の日本国総輸入元は株式会社ミクニ環境グリーン事業部機械部門です。 

購入先最寄りの営業所にお問い合わせください。 
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仕様と搭載キット 

想定される使用方法： 

本機はトラック搭載の目砂散布機です。本機は予め吟味された目砂を散布することを使用目的とし

ます。その他の使用を目的としていません。また本機は人を乗せることを意図した設計をしていません。  

作業は予め準備された場所に限定されます。本機を安全に使用するために、本機を搭載する車輌

は、十分な重量、制動力（ブレーキ）、エンジン、油圧容量を有することが条件です。必ず純正の搭

載キットを使用してください。 

 

 

サイズ： 

全幅 1.25m、全高 1.13m、全長 2.35m 

ホッパー容量： 

0.71m３（積み込み状態による）、最大積載重量 1,088kg 

最少/最大散布幅： 

3.6m-12m 

操縦制御： 

プログラム可能なスピナー付ディスプレイボックス、コンベアベルト速度、独立したスピナーとコンベアベル

トの ON/OFF、ゲート開度調整、厚目砂用ディバーター、スピナー盤角度調節 

作業速度： 

最高 8km/h 

移動速度： 

最高 8km/h 

油圧要件： 

車輌からの作動油供給-22.7 リットル/12,411kPa（6GPM/1,800psi） 

電気要件： 

車輌よりの電気供給-12V接地、保護された電気装置ﾋｭｰｽﾞ 

重量（空荷）： 

322kg 

重量（材積載時）： 

1,410kg 

最大作業斜度： 

15 度 
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商標と特許 

TURFCO WIDESPINＴＭ1540TEC は米国特許 6,149,079、6,508,419、6,817,552 およびその他申

請中特許を採用しています。 

TURFCO ‘WIDESPIN’、‘METE-R-MATIC’はターフコ社の登録商標です。 

WIDESPINTM LIGHTSPREDTM HEAVYSPREADTM はターフコ社の登録商標です。 

WORKMANはトロ社の商標です。 

John Deere PRO GATOR はジョンディア社の商標です。 

 

搭載車輌と搭載キット要件 

車輌要件 

本機を搭載する前に、車輌は本機が一杯に材を搭載した状態で搭載、操縦、操作に十分かどうか

確認してください。搭載される車輌は、1,550kg とオペレーターの体重を足した重量の荷重状態での

十分な取り回しが可能である必要があります。また、十分な制動力のあるブレーキを装備しているか

確認してください。トラックにより供給される油圧、電気は最低要件に見合う必要があります。仕様表

を参照してください。 

 

甚大な怪我や本機への損傷を防ぐために、搭載される車輌は適正な積載許容重量、ブレーキ、油

圧・電気を装備しているものを選んでください。 

ジョンディア プロゲイターには油圧補助キット、トロ ワークマンには高油圧キットを予め装備してくだ

さい。 

 

WSP1550 搭載要件 

本機を、搭載を前提としていない車輛には搭載しないでください。本機を搭載する際は、純正のブラ

ケットを使用してください。決して、ブラケットを改造したり、変形させたりしないで下さい。不適切な搭

載により、深刻なダメージを本機及びトラックに与える恐れがあります。詳細は搭載キット本書を参照

してください。目砂散布機を作動させる前に、本機がしっかり搭載されているか確認してください。搭

載ブラケット、ブラケットを止めるネジ類、搭載ピンがしっかり締めこまれているか、取り付けられているか

確認してください。詳しくは、本書組立、取付の章を参照してください。 

 

 

甚大な怪我や本機への損傷を防ぐために、本機を決して不適当なトラックに搭載しようとしないで下

さい。決して搭載ブラケットの改造等を行なわないで下さい。 
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安全指針 

このマークは危険な作業を警告するために使われます。 

このマークは、危険、警告、注意と併せて使用されます。 

 

深刻な怪我、死を招く恐れのある緊急に対応する必要のある事項を示し

ます。 

 

深刻な怪我、死をまねく恐れのある潜在的危険性のある事項を示しま

す。 

 

怪我や本機を破壊又は本機へ損傷を及ぼす事項を示します。 

 

 

一般的安全に関わる事項 

仕事上の安全は最優先です。本機を安全操作する上で訓練経験は大変重要です。以下安全作業へ

の記載事項はその他の作業機にもあてはまる一般的なものです。作業、整備、訓練等において、しっかり

守るよう心掛けてください。 

以下記載事項数は大変多くなっていますが、一般的に多くの作業機に適用され、状況に応じた安全な

作業を判断する上で大変重要です。 

訓練（練習）： 

・ 最初に機械を運転する前に、必ず取扱説明書を読んでください。 

・ 最初に機械を運転する前に、必ず警告デカルを読んでください。 

・ 最初に機械を運転する前に、スイッチの位置、動作内容を確認してください。 

・ 操作に慣れるまで、障害物等がない場所で練習してください。疑問がある場合は、上司又は販売会

社に問い合わせてください。 

 

服装： 

・ 作業時服装は丁度よいサイズのものを選んでください。機械稼動部に引き込まれるような余裕のある

服装は避けてください。整備・操作時大変危険です。 

・ 操縦前は宝飾類を外してください。機械稼動部に引き込まれる可能性があります。 

・ 安全靴を履いてください。革靴・ブーツ（鉄板入）と異なり、殆どの場合スニーカーの防護性は頼りにな

りません。 

・ 機械をゴルフ場で使用する時は、ヘルメットを装着してください。木下での作業安全、飛来ボールから

の安全を確保するために必ず装着してください。 

・ 防眼装備：特に高回転、飛来可能性のあるロータリーモアを作業する場合は、防眼装備を身に着け

てください。飛来物の飛来速度は最高で 320km/h まで及びます。 
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・ 機械作業音が以上に高く感じる場合は、防耳装置を付けてください。 

・ 音楽視聴用のステレオセット、ウォークマン等を使用しないで下さい。周囲の人・物への存在に気づか

なくなる恐れがあります。 

・ 特に薬剤散布をする際は、有害物質を吸い込まないように、マスクを装着してください。 

・ 鋭い刃物、危険物を扱う際はグローブを装着してください。 

 

オペレーター： 

・ アルコール・薬剤の影響のあるときは、決して機械を操縦しないで下さい。また、炎天下の作業時は

水分補給等身体を守る措置を適切に取ってください。サングラス等も併用してください。 

・ 乗用に設計されていない機械には決して乗らないようにしてください。また、他の人が同じことを企てた

場合、必ず止めてください。 

・ 機械の乗降の際は最新の注意を払ってください。滑って落下しないように気をつけてください。緊急時

以外は、決して機械から飛び降りないで下さい。 

・ 決して機械を危険な速度で運転しないで下さい。傾斜地での作業、旋回の際は速度を落としてくだ

さい。オペレーターは傾斜、作業地表面、作業機そのもの等、周囲の状況を勘案して常識的な判断

をくだしてください。 

・ オペレーターは作業予定地に人はいないか、他の機械は動いていないか等状況に注意してください。 

・ 滑りやすい状況には細心の注意を払ってください。濡れた芝は、傾斜地、旋回時、停車時、高速移

動時の状況を変化させます。 

・ 足や手を切断装置、稼動部に近づけないで下さい。これら装置を整備する際はエンジンを停止させ、

キーを抜いた後に行なってください。 

・ 何か重たいものを持上げる際は、助けを呼んで安全に持上げてください。持上げる際は腰に負担の

かからないように注意してください。 

・ 決して子供を機械に乗せたり、子供に操縦させたりしないで下さい。 

 

機械： 

・機器を運ぶ車輛は適正な積載容量をブレーキを搭載していなければなりません。本機が搭載され

る車輛の重量、容量を確認してください。 

・超過積載はしないでください。部品は特定の重量や容量を意図しています。超過積載は危険で

す。 

・ブレーキが正確に操作するか確かめてください。 

・全ての操作装置が適正な状態にあることを確かめてください。 

・全てのガードが正しい位置にあることを確かめてください。正しい位置にない状態での機器の稼働は

避けてください。 

・常に機器が正常に稼働することを確かめてください。駆動又は回転する部品の近くに手や足を置か

ないでください。 
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・タイヤ圧を確かめてください。 

・油圧ホースの状態を確かめてください。ホースの漏れや消耗は機器の稼働前に修理又は交換をし

てください。オイル漏れを調べるためには指や手を使用しないでください。高圧のオイルを漏れは皮膚

を貫通し体内に深刻な影響を及ぼします。そして、甚大な怪我や死を招きます。 

・本機を整備する前にはエンジンを切ってください。本機の点検は平坦な場所でおこなってください。

傾斜地ではエンジンを切っていても動く可能性があります。 

・いかなる場合も本機を改造しないでください。修理や調整は熟練したメカニックに頼んでください。 

・損傷などがあるデカルは交換してください。 

 

エンジン付機械： 

・エンジン、機械の整備時、点火プラグ線を取り外すことによる機械が不意に稼動するのを避けてください。

エンジンが電気始動型の場合、バッテリーターミナルからマイナスケーブルを取り外してください。 

・フライホィールを硬いもので叩かないでください。これにより稼動を妨げる恐れがあります。適切な工具を使

用し整備してください。 

・始動コードは抵抗感が感じられるまでゆっくり引いてください。抵抗が感じられたら、勢いをつけ引き反動

から身を守ってください。 

・エンジンを密閉された場所で始動させないで下さい。排気ガスは一酸化炭素、悪臭、死に至らしめる毒

を含んでいます。 

・ガソリンを裸火、火花等の引火する可能性のあるものに決して近づけないで下さい。 

・燃料補給を換気されない屋内で行なわないようにしてください。補給の際は、しっかり燃料残量を確認し、

決して入れすぎないように注意してください。機械が熱いうちは燃料を補給しないで下さい。また、きれい

な・不純物なしのガソリンを使用してください。混ぜ物のある燃料はキャブレターの動きを悪くし、燃料漏れ

の原因となります。 

・燃料漏れが疑われる時、ガソリンが気化し匂いが強いときは、エンジンをかけずに機械を退避させ、十分

に換気されるまで、エンジンをかけないで下さい。 

・タンク内に燃料のあるときは、エンジンを運ばないで下さい。また、エアクリーナーが取り付けられていないと

きにエンジンをかけないで下さい。 

・エンジン停止時、キャブレターのチョークを使用しないで下さい。エンジン停止時は常に十分に回転数を

落としてから切断するよう心掛けてください。 

・エンジンスロットルを増すために、スプリングやブラケットを調整しないで下さい。回転数は予め機械メーカ

ーにより設定済みです。 

・ガバナーなど、エンジン回転に関わる部位から不要物、滞留物を取り除いてください。 

・マフラーは定期的に点検し、必要に応じて交換してください。交換時は完全にマフラーが冷却されるのを

待ってください。 
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装備と組み立て 

 

安全第一 

安全に作業し、全ての安全警告に従ってください。 

適切な保護安全装置を装着してください。 

稼働する部品の近くでは注意してください。高油圧の稼働、圧力、温度には気を付けてください。 

ステップ A.(図  1 参照) 本機全体を点検し、輸送時の損傷を確認する。 

・木枠から上部、側部、後部を取り出す。 

・スピナー盤[１]、スピナー盤取付ブラケット[３]、積荷板[４]、後部ディフレクター[５]を取り出す。 

リフト装置を装着するため、スピナー盤上のリフトリングを使用してください。-アイテム[2]  

スピナー盤は 68 ㎏ あります。適切なリフト機器や技術で扱ってください。 

 

・残りの部品等を取り出してください。 

 

 

深刻な怪我を防ぐため、体を吊り荷の下にしないでください。 

図１ 
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本機の車体重量は 322kg です。適切なリフト機器や技術で扱ってください。 

スピナー盤取付ブラケット（図 ２参照） 

ステップ B.（図 ２参照）スピナー盤取付ブラケットを目砂フレームへ取り付ける 

・ホッパーの四隅にチェーンフックブラケットを装着してください。取付ブラケット装着に十分な高さまで

目砂の後方を上げるため、巻き上げ装置を使用する。 

・ブラケットをフレームに装着するため、3/8”-16×1 の六角ねじ[7]、7/8”OD フラットワッシャー[8]、

3/8”-16nylock ワッシャーを使用する（片側３か所ずつ 6 ピース） 

・スピナー盤用の油圧ホースをスピナー盤取付ブラケットの二つの穴に通す。 

 

注意：ホースは工場内テストや出荷目的のため、クイックリリースフィッティングで接続されて出荷されて

いるかもしれません。 

 

図２ 
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スピナー盤（図 3 参照） 

ステップ C. スピナー取付ブラケットにスピナー盤[１]を取り付ける。 

スピナー盤は 68ｋｇあります。適切なリフト機器や技術で扱ってください。 

・リフト装置をリフトポイント[２]へ装着してください。取付ブラケットへ装着するために十分な高さへスピ

ナー盤を引き上げてください。 

・スピナー盤上の搭載フランジはスピナー取付ブラケットへ引っ掛けてください。 

・スピナー盤に 4 つの 1/2“-13×1-1/4”六角ねじ[12]、7/8”ＯＤフラットワッシャー[13]、1/2”ロックワ

ッシャー[14]、1/2“-13 六角ナット[15]でブラケットに装着する。確実にしっかり装着してください。 

・スピナー油圧ホース[10]をスピナーモーターに取り付けてください。マイナスのクイックリリースフィッティン

グのホースは左側のモーターへ、プラスのクイックリリースフィッティングのホースは右側のモーターへ接続

してください。 

 

図３ 
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ホッパーディフレクター 

（図 4 参照） 

 

ステップ D．ホッパーディフレク

ション[4]を REAR ホッパーパ

ネルの上にある溝に挿入す

る。 

・1/4”×5/8”六角ウィズロッ

クねじ[16]、ナット[17]を使用

して後部ホッパーパネルにディ

フレクターを装着する。しっか

りと固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：メータリングゲートの稼

働を点検してください。メータリングゲートの表面や側部がゲートの開閉時に後部のホッパーパネル接

触しないようにしてください。ゲートの側部デカルがあるメータリングゲート上でこすれ合わないようにして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 
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スピナーシールド（図 5 参照） 

ステップ E. スピナーシールドの装着 

・スピナーシールド[5]を 1550 フレームに装着する。4 つの 1/4”×5/8”六角 Whiz-Lock ねじ[18]とナ

ット[19]を使用する。しっかりと固定してください。 

 

ディスプレイボックスとディスプレイボックスケーブル（図 6 参照） 

ステップ F. 目砂機にディスプレイボックスとケーブルを接続する。 

・ディスプレイボックスケーブル[20]を右側のフェンダー下に位置するコネクター[21]に接続させる。 

・ケーブルブラケット上のケーブル[22]をホッパー側面に巻く。 

・ブラケット上のディスプレイボックス[23]をホッパー側面に掛ける。 

図５ 



15 

 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、WIDE SPIN1550 を稼働させる前に 

本書を通読、理解してください。 

 

各種説明 

WSP1550 目砂散布機 

本機は車輛搭載型目砂散布機です。本機は芝へ予め吟味された目砂を散布するためのものです。

図６ 
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本機は芝へ散布するために適切に準備された砂を均一に散布するための機会です。コンベアベルト

は調整可能なメータリングゲートを通ってホッパーから回転スピナーに目砂を運びます。目砂の素材は

3.6－12m までの幅で散布されます。最大稼働速度時は 8Km/h です。 

 

使用用途、機能 

本機は、適切に用意された目砂の散布に使用されます。本機はそれ以外の目的には使用できませ

ん。適切に用意された目砂はゴミ、小石、極度に大きい素材が取り除かれた水分量が管理された

有機素材です。本機の稼働は適切に用意された場所でのみ行ってください。 

 

本機は安全に運用、操作するための適正重量、ブレーキ、馬力、油圧を備えた、車輛に搭載するこ

とを目的とした目砂機です。本機は適切な搭載キットを使用し、運転者が運転席にいる時にのみ使

用してください。スピナー盤は本機が稼働時にのみ使用することを目的とします。本機には乗車しない

でください。 

●小石やふるいにかけていなかったり有機素材でない目砂の使用は避けてください。 

●スピナーが稼働時には人を本機の後ろに立たせないでください。 

●本機の上や中に人を乗せないでください。 

●本機を 15度以上の斜面に置かないでください。本機は人を乗せるための設計をしていません。 

●8km/h以上の速度で運転、稼働しないでください。 

 図７ 

ﾚｼｰﾊﾞｰﾎﾞ

ｯｸｽ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾎﾞｯｸｽ 

ﾌｪﾝﾀﾞｰにある主電源

ON/OFF ｽｲｯﾁ ﾒｰﾀﾘﾝｸﾞｹﾞｰﾄとﾒｰﾀﾘﾝｸﾞｹﾞｰﾄ調整

ﾊﾝﾄﾞﾙ   

   

   

   

   

 

厚目砂ﾃﾞｨﾊﾞｰﾀｰと固定ﾉﾌﾞ 

ｽﾋﾟﾅｰ盤 

左右のスピナーと調整羽根 

スピナー盤角度調整と固定

ハンドル 
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本機主要部品の位置・説明（図 7・８参照） 

図 7､8 を参照して本機の主要装置の位置を確認してください。いかなる方法でも本機やスピナー盤

を改造しないでください。損傷や稼働しない装置がある場合は稼働させないでください。 

マニュアルホルダー： 

マニュアルホルダーはホッパーの前方に位置しています。使用マニュアル保管のために使用されます。 

フェンダーにある主電源 ON/OFF スイッチ： 

車輛からの電力をコントロールします。本機が稼働中は ON にしてください。目砂機を使用しないとき

は必ず OFF にしてください。バッテリーが消耗してしまいます。 

ホッパー： 

0.71 立方メートルの目砂素材を収容します。目砂素材の最大積載量は 1,089kg です。 

コンベアベルト： 

粗目のベルトは目砂素材をメータリングゲートゲートを通ってスピナーへ運びます。ベルトの動力は油

圧コンベアベルト稼働モーターによって供給されます。 

コンベアベルト張り調整： 

コンベアベルトの張りは調整可能で軌道調整やスリップの問題などに対して変更可能です。詳しいコ

ンベアベルトの張りの情報は本書のサービス項目を参考にしてください。 

スピナー盤： 

コンベアベルトから放出された目砂を散布します。スピナー盤は厚目砂稼働時の散布幅をコントロー

ルするためのスプレッドディバーターや散布パターンを変更したり強化するための傾斜コントロールを搭

載しています。スピナー盤は本機を材供給機として使用する際は、取り外します。 

左右ハンドスピナー： 

油圧駆動のスピナーは羽を搭載した回転ホイールです。ホイールの回転によって目砂の散布を行いま

す。ホイール上の羽の角度は調整可能で散布パターンによっても調整が可能です。羽の調整は薄目

砂と厚目砂の変更を行う際に必要とされます。スピナーの速度はディスプレイボックスで調整可能で

す。 

レシーバーボックス： 

電気ディスプレイボックス内の設定情報を記憶し、実行します。コネクターが設置されている上に小さ

いインジケーターライトが装着してあります。緑のライトは通常稼働を示し、赤いライトは接続切れや

稼働エラーを示します。 
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操縦席の位置、説明 

 

甚大な怪我を防ぐために、スピナー盤を接続する前に運転席に座ってください。 

操縦位置： 

本機の正しい操縦位置は車輛搭載運転席です。運転席を離れる前にエンジンを停止させ、ブレー

キをしてください。スピナーが稼働時には後ろに人を近づけないでください。 

 

操作装置の位置、説明（図 ９参照） 

車輛コントロール： 

車輛は油圧動力を本機に供給します。車輛の油圧コントロールの適切な稼働についての情報は本

書を参照してください。 

ディスプレイボックス： 

ON/OFF 機能とスピナーとコンベアベルトの速度をコントロールします。スピナーやコンベアベルトの速

度を表示するディスプレイを搭載しています。ディスプレイは現在の速度や計測値を表示します。 

 

ディスプイボックススイッチを接続する前には必ず操縦位置に着いてください。 

使用しない時はホッパー内にディスプレイボックスを入れないでください。ディスプイボックスがスピナーに

絡むとディスプレイボックスや配線に大きな損傷となります。 

 

図８ 

ﾎｯﾊﾟｰ 

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ 

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ駆動ﾓｰﾀｰ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲボックス 

ﾏﾆｭｱﾙﾎﾙﾀﾞｰ 

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ張り

調整 
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スクリーンディスプレイ 

4 種類のスクリーン（START-UP/スタート RUN/運転、APPLICATION CALCULATIONS/散布量

計算、LOOKUP CHART/チャート）を表示します。ディスプレイはフェンダーにある主電源 ON/OFF ス

イッチがオンになるまで表示されません。スイッチがオンの時に自動的に表示されます。異なるスクリー

ンはファンクションキーを使うことで接続されます。 

 

ディスプレイボックス上の ON/OFF スイッチ 

ディスプレイスイッチはコンベアベルト、スピナー盤、エンジンスロットルのON/OFFをコントロールします。

スイッチは 3 段階切替です。 

1．スピナーOFF、コンベアベルト OFF 

2．スピナーON、コンベアベルト OFF 

3．スピナーON、コンベアベルト OFF 

運転画面が表示されている時は緑のボックスがアイコンの周りのスイッチの位置を表示します。 

 

ファンクションキー 

スタート画面メニュー下のファンクションキーを直接押すことで異なるスクリーンの選択ができます。ファン

クションキーは RUN メニューからプログラムされたスピナーとベルト速度又は APPLICATION 

CALCULATIONSページの黄色のアクティブフィールドを動かすために使用されます。 

 

スクロールキー 

スクロールキーを押して運転画面上のスピナーやベルト速度を切替するために使用されます。 

スクロールキーを上下に動かすとスピナー、左右に動かすとベルトが動きます。APPLICATION 

CALCULATIONS スクリーン上ではスクロールキーはメータリングゲートの開放やスピナーかベルトの計

測のための数値を変更するために使用されます。 

 

OK キー 

画面をスタート画面に戻します。 
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メータリングゲートと調整ハンドル： 

 

メータリングゲートはホッパーから放出される材の量を調整します。ゲート

ハンドルを操作し、手動でゲートを開閉します。ゲートのデカルに張るマ

ークは程度の目安で、実際の材の量を示すものではありません。ゲート

設定は大きく薄目砂と厚目砂に分かれます。ディスプレイ上の

APPLICATION CALCULATIONS/ 散 布 計 算 を 見 て 、 GATE 

OPENING/ゲート開閉度の A-H はメータリングゲートのデカル上の同じ文字です。 

 

厚目ディバーター及び固定ノブ： 

厚目砂用ディバーターは、厚目砂散布時の散布パターンを変えることができます。厚目砂の

際は目盛りの B または C を基本に据えて調整し、薄目砂散布時は A の辺りでディバーター

を一杯に上げた状態で固定します。ディバーターの実際の位置は完全に下ろしたり上げたり

した状態以外の中間の位置にて調整が可能です。材の状態、種類の違いによって、微調

整してください。 

 

スピナー盤角度調節： 

ハンドル：スピナー盤の角度は角度コントロールハンドルを動かすことで変更可能です。

可動域は約 26 度です。スピナーの速度を変更せず、散布幅の変更や修正をするた

めに調整できます。角度を調整することにより、スピナーの速度を上げなくても散布幅

に変化をつけることができます。角度調節は、牽引モデルの場合牽引管の高さにも影

響されます。固定ハンドルはスピナーアッセンブリを希望の角度に固定します。 

 

 

 

 

図９ 

ｽﾋﾟﾅｰ・ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ

ON/OFF ｽｲｯﾁ 

ｽｸﾘｰﾝ画面： 

速度、散布計算、表を表示しま

す。 

OK ﾎﾞﾀﾝ： 

START-UP/開始画面に

戻る際に使用します。 

ｽｸﾛｰﾙｷｰ：ｽﾋﾟﾅｰやﾍﾞﾙﾄ速度変更の際に使用します。 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ：画面やﾌﾟﾘｾｯﾄ速度

の選択の際に使用します。 
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作業 

 

怪我をしないように、本機を使用する前に、本書全体を必ず熟読してください。全て

の安全デカル、警告に従ってください。常に本機を安全に作動させてください。 

 

 

 

怪我をしないように、本機は安全に使用し、適切な防護服等を着用し作業に臨んで

ください。手足を近づけないで下さい。決して本機に人を乗せないでください。 

 

甚大な怪我を防ぐために、薄目砂/厚目砂の調整や整備をする前にエンジンを停止

させてください。 

甚大な怪我を防ぐために、回転スピナーから手足、衣服を離してください。 

甚大な怪我を防ぐために、本機稼働中に後ろに人を立たせないでください。 

 

 

目砂と搭載車輛 

操縦者は本機を運ぶために使われる車輛のためのマニュアルを通読し、理解しなければなりません。

本機の安全な稼働において操縦者は訓練を受け精通していなければなりません。 

操縦者は目砂を積載している際には超過積載に注意してください。超過積載は車輛のハンドリング、

バランス、ブレーキの性能に影響を及ぼします。 

 

 

 

甚大な怪我を防ぐために 15 度以上の傾斜地では車輛や本機を運転、稼働させないでください。 

操縦者は安全なマナーで稼働し、積載量、稼働能力、重心、特性に関する稼働制限を知らなくて

はなりません。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、本機稼働前に操縦者は本書を通読し、理解してください。 

甚大な怪我を防ぐために、車輛は充分な油圧力、適切な有効荷重容量を搭載しており、積載重

量 1,410 ㎏を運び、制御するための適切なファンクションキーを搭載していなければなりません。 

作業速度 

本機の最大速度は 8㎞/h を超えてはなりません。最大速度を超えると、本機に過度な負荷が生じ

ます。本機はスピナー盤が接続される前に動かすことをおすすめします。 
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甚大な怪我や本機の損傷を防ぐために、本機を 8 ㎞/h 以上のスピードで運転、稼働しないでくださ

い。 

作業可能斜度 

本機を 15 度以上の傾斜で運転、稼働しないでください。本機を 15 度以上の傾斜で昇降させない

でください。ホッパーが最大積載量を超えた状態で運転、稼働しないでください。転倒や転覆の危険

があります。 

 

 

甚大な怪我、本機や車輛の損傷を防ぐために、15 度以上の傾斜で稼働しないでください。 

本機操縦席の位置 

車輛に座って稼働してください。本機を離れる際はエンジンを停止し、ブレーキをセットし、コンベアベ

ルトやスピナー盤への電源を切ってください。稼働時には本機の後ろに立たないでください。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために車輛の操縦座席から稼働してください。 

本機を離れる際はエンジンを停止し、ブレーキをセットし、コンベアベルトやスピナー盤への電源を切っ

てください。 

作業前点検リスト 

●タンクにある作動油の量を確認してください。 

●全てのガードやディフレクターが所定位置にあるか確認してください。 

●電気ディスプレイボックスが牽引車輛の操縦位置にあることを確かめる。ホッパー内には置かない。 

●ディスプレイボックスの ON/OFF スイッチがコンベアベルトとスピナー盤共に OFF であることを確認し

てください。 

●油圧オイル漏れがないか目視点検してください。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、油圧オイル漏れを確認するために直接指や手を使わない

でください。高圧のオイルは皮膚を貫通し、体内に深刻な影響を及ぼします。甚大な

怪我や死を招く可能性もあります。目を保護するものを装着してください。 

 

●スピナー羽根が薄目砂や厚目砂などの適切な設定がされているか確認してください。 

●車輛のバッテリーが充電されているか確認してください。ケーブルが適切にバッテリーに接続されてい

るか確認してください。 

●ホッパー内に工具や岩、ゴミなどが残っていないか確認してください。ホッパー内は空にしてください。 
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●全ての操作装置がよい状態であることを確認してください。操作装置を改造しないでください。欠

陥や使用可能な操作装置がない場合は稼働しないでください。 

 

作業時のエンジン速度 

８km/h の以下の速度で本機が稼働するための充分な動力と油圧の流れを供給するエンジン速度

やギアを選択する。車輛の稼働マニュアル参照 

 

ホッパーへの材積込 

ホッパーの最大容量は 0.71立方メートルで最大積載量は 1089㎏です。容量を超えた搭載はしない

でください。超過積載は本機に過度な負荷がかかります。また、タイヤが芝に沈み、タイヤ跡を残しま

す。過量の目砂を運べるように本機を改造しないでください。サイドボードをホッパーに取付ないでくだ

さい。超過搭載すると本機が不安定になったり、バランスを崩す原因となります。そして、傾斜地で稼

働した場合、本機が転倒、転覆する可能性が増します。ホッパーにはペイローダーで材を積込んでく

ださい。決して高い場所から一気に材を落とさないように注意してください。できるだけ低い位置から

徐々に落とし、ホッパー及びコンベアベルトが損傷しないように注意してください。 

薄目砂・厚目砂設定変更 
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図１０ 

厚目砂 

50%に設定する。超薄目

砂の場合は 25%から 0%に

設定する。 

“A”に上げて固定 

“厚目砂”に設定 

薄目砂 

“薄目砂”に設定 

“B”か “C”に下げて固定 

超厚目砂の場合は 75%か

ら 100%に設定する。 

好みのｽﾋﾟﾅｰ/

ﾍﾞﾙﾄ速度に設

定する。 

好みのｽﾋﾟﾅｰ/ﾍﾞﾙﾄ

速度に設定する。 

薄目砂と通常の厚目砂 超厚目砂 

甚大な怪我を防ぐため、目砂調整をする前には毎回エンジンを

停止させてください。 

左 右 右 左 
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図１０（拡大） 

 

①薄目砂レンジ内のメータリングゲートを調整し

てください。 

 

①厚目砂レンジ内のメータリングゲートを調整す

る。 

 

②ディバーターを A の位置に上げて固定してくだ

さい。 

 

②必要であれば、ディバーターを Bか Cに下げて

固定してください。 

 

③スピナー羽根の角度を 50％に調整してくださ

い。超薄目砂のためには 25％から 0％にしてくだ

さい。 

 

③超厚目砂幅を変更するためにはスピナー羽を

75％から 100％に調整してください。 

 

④望ましいスピナーやコンベア速度に選択してく

ださい。 

 

④望ましいスピナーやコンベア速度に選択してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄 目 砂 厚 目 砂 

甚大な怪我を防ぐために、薄目砂や厚目砂の調整をする前に 

エンジンを停止してください。 

 



26 

 

薄目砂、厚目砂作業のコントローラー設定（図 10 参照） 

薄目砂は通常の目砂作業のために使用されます。軽量の幅広い幅を散布します。 

厚目砂散布は重量のある目砂素材を狭い幅に散布します。スピナー、コンベア速度、メータリングゲ

ート、スピナーディバーター、スピナー羽根角度の設定変更は薄目砂と厚目砂の稼働を変更する際

に必要です。図 10、11、12 を参照してください。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、薄目砂/厚目砂調整、スピナー羽根調整をする前には毎回エンジンを停

止させてください。 

ゲート設定（図 10 参照） 

 

メータリングゲートは薄目砂、厚目砂の二つの指標で調整できます。メータリング

ゲートのデカルの黄色と緑の分離点に注意してください。以下の薄目砂と厚目砂

の稼働には以下設定を行ってください。 

薄目砂-メータリングゲートを A から D の間にセットしてください。 

厚目砂-メータリンゲートを E から H までの間にセットしてください。 

デカルのマークは参照用のメモリにすぎません、実質的な目砂の質量を示すものではありません。デカ

ルの A から H はディスプレイボックスの計測スクリーンのメータリングゲート A から H と一致します。 

 

ディバーター設定（図 10、11 参照） 

厚目砂ディバーターは稼働時散布幅を変更し

ます。 

極度の厚目砂にはディバーターは Bか Cの位置

にし、確実にディバーターロックノブで固定してくだ

さい。薄目砂散布幅の時にはディバーターを A

の位置に上げてください。 

異なる目砂の材質なので部分的に上位か下位

にディバーターをセッティングすることは正しく望ま

しい刈込につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

固定ﾉﾌﾞ 

図１１ 

薄目砂散布時には A まで引き上げる 

ﾃﾞｨﾊﾞｰﾀｰ 厚目砂散布時は

下げる 
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図 12 

羽根角度調整/内側固定ナット/角度調整 

羽根は薄目砂と通常の厚目砂の角度を示し

ています。/スロット/搭載角度/内側固定ねじ 

 

スピナー羽根設定（図 10、12 参照） 

羽根の角度は工場で設定された 50％です。

この設定は通常の薄目砂と厚目砂に使用さ

れます。超薄目砂の場合は 25％から 0％に

角度調整できます。超厚目砂の場合は 75％

から 100％に角度調整できます。 

羽根の角度は羽根上のインサイドロックナットを緩め（外側のナットは緩める必要ありません。）、羽根

をスロットに沿ってずらすことで調整できます。ナットを羽根の小さい角度マーカーに沿って置き、スクリ

ューを締めなおしてください。 

注意：左右のスピナーが逆方向に回転することからお互い鏡に映るイメージです。各羽根の調整位

置、方向は図 10 を参照してください。 

 

ディスプレイボックスの使用法 

 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲボックスの使用（左上から時計まわり）3段階スイッチ スピナー、コンベアベルト、ON/OFFｽ

ｲｯﾁ/スクリーンディスプレイ/ファンクションキー/OK キー/上下左右スクロールキー 

 

作業時のディスプレイボックスの位置 

稼働時にはディスプレイボックスを牽引車の操縦席に設置してください。使用しない時はホッパー側面

に掛けてください。ディスプレイボックスのケーブルはケーブルハンガーに巻き上げてください。もし、ディス

プレイボックスやボックスケーブルがコンベアベルトやスピナーに絡まった場合、ディスプレイボックス、コン

ベアベルト、スピナー盤に甚大な損傷が加わります。使用しない時はフェンダーにある電源 ON/OFF

スイッチとディスプレイボックスのスイッチは常に OFF にしてください。 

図１2 
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本機の損傷を防ぐために、ディスプレイボックスをホッパーの中に入れないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告運転画面に切り替える前に、ON/OFF ｽｲｯﾁが OFF であることを確認してください。 

3 段階切替スイッチ（図 13 参照） 

スイッチはスピナーやコンベアベルトの ON/OFF をコントロールします。位置は： 

●スピナーOFF、コンベアベルト OFF 

●スピナーON、コンベアベルト OFF 

●スピナーON、コンベアベルト ON 

スイッチが ON の時 

スピナーが ON の時、スピナーとコンベアが稼働し、ディスプレイに表示されている速度に達します。 

フェンダーにある電源 ON/OFF スイッチを ON にする前に、ディスプレイスイッチを OFF にしてください。

ディスプレイスイッチが ON になっていたり、車輛の油圧が接続されていると運転画面が表示され、コン

ベアベルト又スピナーが稼働し始めます。 

 

 

 

 

図１3 

スピナーのみ スピナーとベルト両方 ON 

OFF 

3 段階切替スイッチ 

グリーンボックス 

図１3 
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ディスプレイボックス画面（図 14 参照） 

フェンダーパワースイッチがOFFの時、ディスプレイが消えます。パワースイッチがONの時、TURFCO ス

タート画面が表示されます。その他のスクリーンにあるスタート画面は接続されます。 

 

RUN SCREEN/運転画面： スタート画面上の RUN アイコンの下へファンクションキー

を直接押すと画面が運転画面に切り替わります。 

スピナーとベルト速度が画面上に表示されます。表示された設定は現在選択している

スピナーやベルト速度又は予め選択されたものです。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、運転画面にする前にスピナー、コンベアベルト ON/OFFスイッチは OFFに

してください。ON/OFF スイッチが ON になっている時は本機が稼働します。 

 

CHART SCREEN/チャート画面： スタート下面上のCHARTアイコンの下へファンクショ

ンキーを直接押してください。画面がチャート画面に切り替わります。チャートは予め設

定したメータリングゲートの設定速度を表している参考チャートです。 

スクリーン上のCALC PAGE下にあるファンクションキーを押すことで、散布量計算画面へ戻ることがで

きます。 

 

 

CALCULATION  SCREEN/散布量計算画面 : スタート画面の上の

CALCULATION アイコンの下にファンクションキーを直接押すと画面が散布量計算画

面に切り替わります。この画面は稼働のための望ましい量の目砂を搭載するために必

要な設定を見出すために使われる計算機です。スクリーン上の SETTING CHART の

下へファンクションキーを押すと画面がチャート画面に切り替わります。 

 

UNIT ADJUSTMENT SCREEN/設定調整画面： スタート下面の上のMETRIC UNIT

アイコンの下のファンクションキーを直接押すと画面が設定調整画面に切り替わります。

この画面では散布量計算画面上の測定単位をメートル法か SI に切り替えます。また、

画面の明るさを調整する Backlight Value に変更します。 

OK キー：OKキーを押すと画面がスタート画面に戻ります。 
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図 14 

①運転画面②設定調整画面③スタート画面④ファンクションキー⑤チャート画面⑥OK キー⑦散布

量計算画面 

 

図１4 

⑦ 

 ⑥ 

④ 

③ 

② ① 

⑤ 
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図 15 上から時計回り 

スピナーやベルトを選択するためにスクロールする/スピナー速度画面/ベルト速度画面/スクロールキ

ー右 ベルト速度の増加/スクロールキー上 スピナー速度増加/スクロールキー下 スピナー速度減

速/スクロールキー左 ベルト速度減少/プリセットが選択されたら黄色に点灯します。プリセット速度

が変更されたら、黄色から黒に切り替わります。 

 

 

 

スピナー速度の設定（図 15 参照） 

スクロールキーでスピナー速度を調整してください。 

速度を上げるためには上方向に押し、下げるためには下方向へ押しま

す。スピナー速度の変更は 5％ごとに表示されます。速度の最大幅は

0%から 100%です。 

速度変更はON/OFFスイッチがONになっていてもいなくても選択可能

です。スピナー速度はスピナーが稼働していなくても変更可能です。 

スピナースピード変更はコンベアベルトの稼働速度に影響ありません。 

 

ベルト速度の設定（図 15 参照） 

スクロールスピードでコンベアベルトの速度を調整します。加速のためには右、減速のためには左を押

します。スピナー速度の変更は 5％ごとに表示されます。速度の最大幅は 0%から 100%です。速度変

更はON/OFFスイッチがONになっていてもいなくても選択可能です。ベルト速度はスピナーが稼働し

ていなくても変更可能です。コンベア速度の変更はスピナーの稼働速度には影響しません。 

図１5 
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プリセットボタンの選択(図 16 参照) 

プリセットはスピナーとコンベアベルトのプログラムされたコンビネーションです。異なるプリセットは

ON/OFF スイッチが ON になっていてもいなくても選択可能です。 

プリセットの設定： 

運転画面を表示している状態で、Aから Dの下のファンクションキーの一つを押してください。工場でプ

ログラムされた設定は 

●工場設定 A＝95%スピナー速度・50%ベルト速度 

●工場設定 B＝55%スピナー速度・75%ベルト速度 

●工場設定 C＝25%スピナー速度・100%ベルト速度 

●工場設定 D＝100%スピナー速度・100%ベルト速度 

散布幅変更のためにプリセット速度を使用します。これらは初期設定なので、必要に応じて速度を

変更してください。 

プリセット速度の手動変更 

スピナーとコンベアの速度はスクロールキーを使用すると手動で変更できます。画面上に黄色に光った

プリセットは切り替えられたら黒に変わります。初期のプリセット速度は変更されません。同じプリセット

ボタンを再び押すと戻ります。 

 

図１６右上から時計回り 

スピナー速度画面/ベルト速度画面/プリセット D/プリセット C/プリセット B/プリセット A/プリセットが

選択されたら黄色に点灯します。プリセットが変更されたら黄色から黒に切り替わります。 

 

新しい設定はスピナーやコンベア速度スイッチを使用することで変更、調整できます。ON/OFF スイッ

チを切ったり、運転画面を切り替える場合でも再度運転画面に戻った際には設定はそのままになって

います。 

オプションの 86150 トレンチフィリングアタッチメントの使用設定 

運転画面でスピナーを 0%に設定し、総分配をコントロールするためにベルト%速度を使用します。 

図１6 
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オプションの 86182 クロスコンベアベルトの使用設定 

運転画面でクロスコンベアベルト速度をコントロールするためにスピナー%を使用します。運転画面のベ

ルト%は目砂ベルト速度です。 

 

工場出荷時スピナー、ベルト回転速度設定： 

工場出荷時のスピナー、ベルト回転速度は変更可能で、設定変更は使用者によって保存されます。

工場出荷時設定に戻す場合は初期設定の%に手動で戻すことでできます。工場出荷時の設定につ

いてはチャート画面を参照してください。 

 

図１７ １．速度を新たな数値へと変更します。２．変更したい工場出荷時設定アルファベット（A-D）

を長押して固定する。変更が確認されたら文字は黄色く点灯します。 

 

新たな数値の保存（図 17参照） 

●変更したい工場出荷時設定項目を選択します。 

●スクロールキーを使って手動でスピナーやベルト速度を変更します。 

●新たな設定を保存したい文字の下にファンクションキーを押して固定します。 

●画面上の文字が黄色く光ったら、新しい設定がその文字に保存されます。 

 

設定調整画面の使用-CALCULATON UNITS(図 18参照) 

スタート画面上の UNITS METRIC の下にファンクションキーを押すことで、設定調整画面に行きます。

設定調整画面はスタンダードかメートル法表示の数値の切り替えを行います。選択した数値は目砂

の必要条件を計算するときに散布量計算画面上に表示されます。 

 

 

 

 

図１７ 
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設定調整画面の使用-散布量計算単位（図 18 参照） 

 

スタート画面上の UNITS METRIC の下にファンクションキーを直接押すことで、

設定調整画面の CALCULATION UNITS に切り替えてください。設定調整画

面はフィート表記とメートル表記の切替をします。選択した数値は目砂の必要

条件を計算した際に散布量計算画面に表示されます。 

メートル表記とフィート表記切替は以下の図を参考してください。 

 

CALCULATON UNITS/計算単位（図 18 参照） 

CALCULATON UNITS は黄色に点灯時に変更可能です。 

●黄色の点灯を CALCULATON UNITS に合わせるために Next＆Prev の下のファンクションキーを

使用してください。 

●SI とメトリックの変更はスクロールキーの上下を使用してください。 

画面切り替えやスタート画面の戻る際は OKボタンを押してください。 

 

調整画面の使用-バックライト調整（図!19 参照） 

スタート画面の UNITS METRIC の下にファンクションキーを直接押すことで、設

定調整画面の Backlight Value/液晶明度調整に切り替えてください。

BACKLICHT VALUE/液晶明度調整は画面の明るさの変更のために使用さ

れます。環境によって生じる画面の見づらさを修正します。設定幅は最も明る

くて 100 から最も暗くて 1 です。BACKLICHT VALUE/液晶明度調整の変更

は以下の図を参考にしてください。 

図１８ 

黄色ﾊｲﾗｲﾄ 

黄色ﾊｲﾗｲﾄの上

げ下げ 

ﾒﾄﾘｯｸ 

OK ﾎﾞﾀﾝで戻る 
SI とﾒﾄﾘｯｸの変更 

SI 



35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BACKLICHT VALUE/液晶明度調整（図 19参照） 

BACKLICHT VALUE/液晶明度調整は黄色に点灯時にのみ変更できます。 

●Next＆Prev 下のファンクションキーを使用して黄色のライトを BACKLICHT VALUE/液晶明度調

整に合わせます。 

●明るさの度合いを調整するためにスクロールキーを上下に動かします。1%幅で変更し、最大幅は

1%から 100%です。 

画面切り替え又はスタート画面へ戻る場合は OKボタンを使用してください。 

散布チャート画面の使用（図 20 参照） 

スタート画面の CHART下のファンクションキーを押してチャート画面 にアクセスす

るか散布量計算画面の SETTING CHART下のファンクションキーを押してくださ

い。チャートは工場出荷時にあらかじめ設定されたメータリングゲート開閉度幅の

割合を表示します。散布量計算画面で割合計算する際に使用されるスターティ

ングポイントがあります。Look Chart 上に数値がない場合は変更可能です。使

用したい数値は散布量計算画面又は運転画面でスクロールキーやファンクションキーを使用して手

動で入力可能です。 

 

 

 

図 20 チャート画面 

散布量計算画面への切り替えはファンクションキーを押し

てください。 

アプリケーション散布量計算画面（図 21、22、23、24 参

図１９ 

黄色ﾊｲﾗｲﾄ 

黄色を上下

に移動 

明るさを上げる 

明るさを下げる OK ﾎﾞﾀﾝで戻る 

図 19 

図 20 
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照） 

スタート画面の計算機のアイコンの下のファンクションキーを直接押すか、チャート

画面 Calc Pgea アイコンの下のファンクションキーを押すことで 

散布量計算画面に切り替えます。この画面は前回使用した設定がそのまま表

示されます。 

この画面は計算の設定のためだけに使用します。運転画面上で実際の速度設

定の変更しません。変更したい数値は手動で運転画面で切り替えてください。 

計算機の操作は以下の図を参照してください。

 

 

 

スピナー速度の計算（図 21参照） 

スピナー速度は黄色に点灯時に変更できます。 

●スピナーを選択するためファンクションキーを使用して黄色いランプを動かします。 

●スピナー速度を変更するためにスクロールキーを上下に動かします。速度は 5%ごとに変更します。 

必要であったり、見積もられた砂の量はその他の設定や新しいスピナー速度に基づいて再計算されま

す。目砂のアプリケーションレートはその他の設定や新しいスピナー速度に基づいて再計算されます。 

黄色ﾊｲﾗｲﾄ 

黄色ﾊｲﾗｲﾄ 

スピナー速度の計算 ベルト速度の計算 

黄色を下に移動 黄色を上に移動 

ｽﾋﾟﾅｰ速度ｱｯﾌﾟ 

ｽﾋﾟﾅｰ速度ﾀﾞｳﾝ 

黄色を下に移動 黄色を上に移動 

ﾍﾞﾙﾄ速度ｱｯﾌﾟ 

ﾍﾞﾙﾄ速度ﾀﾞｳﾝ 

図 21 図 22 
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ベルト速度の計算（図 22 参照） 

黄色に点灯時に最適なベルト速度に変更できます。 

●ベルトを選択するためにファンクションキーを使用して黄色のランプを上下に動かします。 

ベルト速度を変更するためにスクロールキーを上下に動かします。速度は 5%ごとに変更します。 

目砂のアプリケーションレートはその他の設定や新しいスピナー速度に基づいて再計算されます。 

 

 

 

メータリングゲート開閉度の計算（図 23 参照） 

ゲートオープニングは黄色に点灯時にのみ変更できます。 

●Gate Opening を選択するためにはファンクションキーを使用して、黄色のランプを上下に動かしま

す。 

●ゲートセッティングポインターを目盛りに沿って動かすためには左右のスクロールキーを使用してくださ

い。 

目砂のアプリケーションレートはその他の設定や新しいゲートの開閉度に基づいて再計算されます。 

 

図 23 図 24 

メータリングゲート開閉幅の

計算 

面積の計算 

黄色のｹﾞｰﾄ

設定ﾎﾟｲﾝﾀｰ 黄色ﾊｲﾗｲﾄ 

黄色を下に移動 黄色を上に移動 黄色を下に移動 黄色を上に移動 

ｽﾋﾟﾅｰ速度ｱｯﾌﾟ 

ｽﾋﾟﾅｰ速度ﾀﾞｳﾝ ｹﾞｰﾄ設定ﾎﾟｲﾝﾀｰを左へ

動かす 

ｹﾞｰﾄ設定ﾎﾟｲﾝﾀｰを右へ

動かす 
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アプリケーション面積の計算（図 24 参照） 

面積の大きさは黄色に点灯時にのみ変更できます。 

●“Area”を選択するためにはファンクションキーを使用して黄色のライトを上下に動かします。Area は

30.48m3ごとに変更します。 

●面積サイズを変更するためにはスクロールキーを上下に動かしてください。 

目砂は他の設定や新しい面積の大きさに基づいて再計算させれます。 

目砂作業 

前進速度は目砂の重要項目の一つです。適度で均一な速度は最高の目砂をもたらします。変則

的な速度は望ましくない不均一な結果をもたらします。稼働時の速度は 8 ㎞ /ｈを超さないでくださ

い。また、速度が 8 ㎞ /ｈを超えると望ましくない散布と過度なストレスが本機にかかります。空荷時

の最大牽引速度は 8 ㎞ /ｈです。 

 

 

甚大な怪我や本機への損傷を防ぐために、8 ㎞ /ｈ以上での牽引、稼働はしないでください。 

ディスプレイボックスの ON/OFF スイッチを使用して目砂の稼働、停止を行ってください。本機はスイッ

チを ON の位置にする前に動き出すはずです。本機の稼働を停止する前にスイッチを OFF の状態に

してください。 

緩やかなターンは問題なく行えます。過度に鋭角なターンでは不均一な目砂の散布が起こります。 

目砂散布をせずに鋭角なターンをする場合は減速して行ってください。高速でのターンは芝を傷つけ

る可能性が高まります。鋭角なターンはターンの外側よりも内側の表面により多くの目砂散布を行い

ます。 

 

 

甚大な怪我、本機と牽引車の損傷を防ぐために、15度以上での傾斜地での稼働や、昇降をしない

でください。 

本機の転覆、転倒が生じる可能性があります。超過積載での稼働はしないでください。 

 

 

本機稼働時には後ろに人を立たせないでください。 

 

日常点検 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、本機やスピナー盤が稼働中のパーツの検査、調整、整備

は実行しないでください。本機の検査、調整、整備をする際は適切な防護服を装着

し、安全に行ってください。以下に、全ての安全警告とデカルを示します。 
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使用の前後に以下の項目を確認してください。： 

●本機やスピナー盤の損傷や紛失したガード類がないか確認してください。ガード類の紛失又は損

傷がある状態で本機を稼働しないでください。 

●損傷や作動不能の部品がないか本機やスピナー盤全体を点検してください。損傷や作動不能の

部品がある状態で本機を稼働しないでください。締め付け具合が不十分な個所がないか本機全体

を確認してください。必要であれば締めなおしてください。 

●適切な稼働をするか本機の操作装置を点検してください。 

●フェンダーにある電源 ON/OFF スイッチが OFF になっていて、ディスプレイボックスの画面が消えてい

ることを確認してください。 

●ON/OFF ディスプレイボックスが OFF になっていることを確認してください。 

 

●スピナー盤を点検してください。適切な配置、損傷、装着、紛失しているハードウェアなを確認して

ください。 

●スピナー盤上の目砂素材の堆積を確認してください。スピナーの上下の堆積を確認してください。

スピナーについているゴミを確認してください。 

●本機後部のディフレクター、ホッパー、コンベアベルト下の部品に目砂が堆積していないか確認して

ください。 

●コンベアベルトの調整、軌道を点検してください。調整が必要な場合、取扱説明書の操縦者整

備項目のコンベアベルトの張り調整の指示書を確認してください。本機稼働中に頻繁にコンベアベル

トの調整は軌道を確認してください。 

●トラックリザーバー内の油圧燃料の量を確認してください。必要に応じて補充してください。 

●オイル漏れを目視点検してください。決して手を使わないでください。 

●ホッパー内に工具や小石、前回使用して残ったままのゴミ等がないか目視点検してください。 

 

 

 

保管 

長期に渡り、本機を保管するために、徹底した点検を行ってください。必要な整備や修理は整備者

レベルの人に任せてください。ホッパー、コンベアベルトの両側、スピナー盤を洗浄してください。本機に

は低圧洗浄を行ってください。高圧洗浄は行わないでください。徹底した潤滑作業を行ってください。

錆抑制のため、スピナー盤にはオイルを薄く塗ってください。コンベアベルトの張りを緩めてください。コン

ベアベルト、ゴムやプラスチック部品を保護するために本機を直射日光を避けて保管してください。 

長期保管から戻すためには、本機全体に対して保管時に生じたかもしれない損傷がないか確認して

ください。必要とされる改造は整備者レベルの人に任せてください。コンベアベルトの張りを戻してくださ

い。調整は整備者レベルの人に任せてください。潤滑作業を行ってください。必要な整備や修理は整

備者レベルの人に任せてください。 
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トラブルシューティング 

トラブルシューティング表 

 
 

レシーバーボックスエラーコードライト： 

赤いライトは交信切断又は不良を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備と調整 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、本機稼働時にいかなる部品にも調整、点検、整備、潤

滑作業を行わないでください。油圧オイルの温度に注意してください。深刻なやけどや

けがの可能性があります。いかなる点検、整備、潤滑作業を始める前に本機を安全

な状態にしてください。常に全ての安全警告に従ってください。安全に作業し、適切な安全装置を装

着してください。いかなる整備作業を始める前にも本機を安全な状態にしてください。 

問題 原因可能性
スピナー速度の誤り。本書の操作項目を参照。
コンベアベルト速度の誤り。本書の操作項目を参照。
メータリングゲート設定の誤り。本書の操作項目を参照。
スピナー盤ディバーターが誤った位置にある。本書の操作項目を参照。
エンジン/ギア速度、対地速度の誤り。車輛マニュアルを参照。
目砂の水分含有量が高い。
目砂のタイプや水分含有量に対して羽根の角度が適切でない。本書の操作項目を参照。
ホッパー内の不適切な材。ゴミや小石がメータリングゲートを塞いでいる。
スピナーアタッチメントディフレクターに不適切な材。ゴミや小石がスピナーを塞いでいる。
スピナーや本機部品に目砂素材の堆積。
損傷したスピナーやスピナー盤の部品。整備担当者に修理を任せる。

スピナー速度が低すぎる。
スピナー盤油圧ホースとクイックリリースフィッティングがスピナー盤に正しく接続されていない。
コンベアベルト速度が目砂の重量に対して遅すぎる。
不良な油圧バルブブロックコンポーネント。整備者レベルの人に任せてください。
不良なスピナー盤油圧モーター。整備者レベルの人に任せてください。
全ての配線接続を確認する。エンジンバッテリーとケーブルを確認する。
緩衝装置搭載動力スイッチがONになっているか確認する。
受信器ボックスの赤いライトを確認する。緑点灯時はOK-赤はエラーを示す。

不良な散布結果

ON/OFFスイッチを稼働するための車体電源の消耗や油圧バルブがソレノイドに供給されてい
ない。全ての接続、接地、ヒューズ、配線を確認してください。

スピナー盤やコンベ
アベルトが稼働しな
い

ディスプレイボックス
が機能しない

ディスプレイボックスとの交信が切れた。プラグやコネクター、フューズを確認する。
受信器ボックスの赤
いライトの点灯

赤いｴﾗｰ警告ﾗｲﾄ 
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洗浄 

コンベアベルト、ホッパー、スピナー盤おから過剰な目砂素材を洗浄してください。本機の底の部品、

特にコンベアベルトの内側の表面とコンベアベルトローラーから過剰な目砂素材を洗浄する。目砂洗

浄には低圧洗浄で行ってください。電気ディスプレイボックスから離して洗浄してください。フレーム前方

からフロントクリーンアウトパネルを取り除き、ベルトの下の目砂素材を洗浄する。長期使用後はスピ

ナーに目砂素材が堆積しているかもしれません。これは振動や不十分な散布の原因となります。稼

働させている間には定期的に点検し、スピナー、スピナー盤、ガード、シールドから目砂の堆積を取り

除いてください。 

 

点検 

本機洗浄後、損傷がないか確認してください。ハードウェアの緩みや紛失などを点検してください。ス

ピナー羽根の緩みや紛失を点検してください。モーター、ホース、油圧フィッティングのオイル漏れを目

視点検してください。必要な修理作業は適切な整備者に任せてください。 

 

潤滑 

本機のベアリングは固く閉じられており、過度の潤滑は必要としません。スピナー盤の傾斜回転軸は

定期的に洗浄、点検し、錆や乾燥を防ぐためにマシンオイルで軽くコーティングしてください。ホイール

ベアリングは年に 1 回点検してください。 

 

油圧作動油 

本機は工場出荷時テストにおいて、生分解性オイルを使用しています。そのため本機には約 1.9 リッ

トルのオイルが依然として残留しています。しかしながら、このオイルは、鉱物性オイルと混合されても、

殆ど本機作動に影響を与えません。ただ、このオイルが既存の車輌作動油と相性が悪い場合、車

輌油圧システムに対する汚染が心配な場合は、本機に残留しているオイルを完全にフラッシングして

ください。 

 

 

 

車輛油圧システムへの汚染や損傷を防ぐために、トラックリザーバーに再補充する前に使用される油

圧燃料のタイプを特定してください。 

車輛油圧システムは本機稼働のための全ての油圧動力と油圧油を供給します。本機は個別の油

圧油タンクは搭載していません。車輛の油圧システムに補充する前に使用する油圧油のタイプについ

て車輛のシステムを確認してください。 

使用する油圧油の適切なタイプを決めるために車輛の操作マニュアルと使用される油圧油のタイプの

最大稼働温度のマニュアルを参照してください。 
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甚大な怪我を防ぐために、油圧オイル漏れを確認するために直接指や手を使わない

でください。高圧のオイルは皮膚を貫通し、体内に深刻な影響を及ぼします。甚大な

怪我や死を招く可能性もあります。目を保護するものを装着してください。 

 

コンベアベルト整備 

コンベアベルトはスプライス搭載の PVC構造のベルトです。ベルト表面の状態を確認し、消耗や切断、

深い傷などを探してください。スプライスを確認し、スプライスワイヤーの状態が正常であることを確かめ

てください。スプライスがホッパーシールやメータリングゲートに絡みついていないか確認してください。コン

ベアベルトの損傷、消耗、又は適切な配列や調整ができなくなったら、交換が必要かもしれません。

スプライスを通った目砂素材はコンベアベルトの内部、パン、ローラーに堆積する恐れがあります。コン

ベアベルト内部表面から目砂素材の堆積を点検、洗浄してください。コンベアベルトの寿命を延ばせ

ために、ホッパーを空にして、ベルトを洗浄し、直射日光を避けて本機を保管してください。 

 

コンベアベルトスクレイパー調整（図 25 参照） 

スクレイパーは極めて軽くベルトに接触するようにしてくだ

さい。スプリングス内又は周辺に目砂素材の堆積がない

か確認してください。スクレイパーに沿って圧力を得るたス

プリングスの張りの調整をしてください。プラスチックスクレ

イパー刃が消耗し、ベルトに接触しない場合、、白いプラ

スチック刃は取り外し、軽い接触を確保できるようにして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

コンベアベルト張り調整（図 26 参照） 

コンベアベルトの張りはリアドライブローラーとして同じ

割合でコンベアベルトが稼働するのに適していなけれ

ばなりません。長期の使用後は目砂素材が前後のロ

ーラーに堆積し、コンベアベルトの不適当な張りや軌

道のずれが生じます。張り調整の前にローラーを洗浄

ﾍﾞﾙﾄｽｸﾚｲﾊﾟｰ 

張り調整 

図 25 

図 26 
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してください。コンベアベルトの張りはアジャスターによって調整可能です。アジャスターはフレームの両

端、ホッパーの前方に位置しています。張りや軌道修正に対するコンベアベルトの調整の前に、以下

の項目を確認してください。 

 

●コンベアベルト内部やベルトローラーに目砂素材の堆積がないか確認してください。 

●ベアリングの消耗や損傷を確認してください。 

●ベルトの張りのアジャスターが壊れたり、損傷していないか確認してください。 

最初の調整はアジャスタースクリューの後方部から始めてください。初期設定は 19mm です。ベルトが

依然としてスリップしている場合はコンベアベルト調整スクリューをスリップが止まるまで１/4 間隔で締め

付けてください。ベルトの調整や軌道修正の指示は本書のコンベアベルトの軌道と中心の調整の項

目を参照してください。依然としてベルトが適正に稼働しない場合は、スクリューを 19mm に再設定し、

問題個所を確認してください。 

 

コンベアベルト軌道調整（図 27 参照） 

軌道のずれが生じた場合、コンベアベルトテンションアジャスターの張りのずれを確認してください。また、

ベルトの下やコンベアベルトローラー上の目砂素材の堆積を確認してください。整備不良に対して稼

働開始の 10-15 時間は頻繁に確認することが重要です。コンベアベルトが正常稼働するために全て

のコンベアベルトには試運転が必要です。試運転中に何か問題を感知できます。試運転後、通常の

点検と調整が必要になります。 

ステップ 1. 

ナット後方から見て、ボルト寸法が 19mm になるまで調整してください。ホッパーがからの状態で本機

を稼働してください。ベルトの軌道が適正でない場合、ベルトが正常の軌道になるまで 1/4 回転締め

てください。アジャスタースクリュー回転後、新しい位置に移動するためには最低でも 10 回転ほどの時

間が必要です。コンベアベルトが正常な軌道で稼働し始めたら15分間はホッパーが空の状態で稼働

させ続けてください。 

ステップ 2. 

次にホッパーに材を投入して、ベルトを回してください。材がある間、ベルトが左右に少しずれるのは通

常の状態です。軌道を注意深く観察し、必要に応じて調整してください。リアローラーの両端から、ベ

ルトの軌道が適当かどうか確認してください、調整は必ずベルトが新しい位置に移ってから、必要なの

かどうか決定してください。新たな軌道にベルトが移るまで、少なくても 10 回転は待つ必要がありま

す。 

ステップ 3. 

この初期準備が完了したら、本機の使用を開始してください。積込毎に、ベルトの微調整を必要に

応じて行ってください。使用 10-15 時間後には、ベルト軌道は定まるはずです。 
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ステップ 4. 

長期間の使用の間、不適切なベルト張り、不適切なベルト軌道により前後ローラーに材が固着する

可能性があります。ベルトテンションを調整する前に、ベルトをきれいに洗浄してください。ベルト調整

前に、次の点を確認してください。 

● コンベアベルト内側に材が滞積していないか確認してください。 

● アイドル、駆動モーターに材は滞積していないか確認してください。 

● 前後ローラーにて、磨耗、破損、欠落したベアリングはないか確認してください。 

●コンベアベルト張り調整装置が破損していないか、脱落していないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

コンベアベルトの交換 

コンベアベルトが消耗、損傷又はこれ以上適切な軌道や調整ができなくなったら交換してください。

図 28 を参照してください。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、安全に作業してください。適切な保護装置を身に着けてください。本機

稼働中にはいかなる部品も整備、調整しないでください。 

ﾍﾞﾙﾄの軌道がこちら

に寄っている場合は、

この張り調整ねじを締

めるか、反対側の調

整を緩めてください。 

ﾍﾞﾙﾄの軌道がこちら

に寄っている場合は、

この張り調整ねじを締

めるか、反対側の調

整を緩めてください。 

上から見た図 

（ﾎｯﾊﾟｰ未搭載） 

 

図 27 
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コンベアベルトの交換 

ステップ 1. 

ベルト内のスプリスがフレーム後方の穴に沿うまで稼働してください。スプリスワイヤーがフレームの妨げ

がなく穴から取り除けることを確認してください。安全のために、バッテリーケーブルを車輛バッテリーから

切断してください。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、車輛バッテリーからパワーケーブルを切断してください。 

ステップ 2. 

スピナーシールドを取り除く。 

ステップ 3. 

メータリングゲートを最大まで開ける。 

ステップ 4. 

コンベアベルトスクラッパーの張りを緩める。 

ステップ 5. 

両方のコンベアベルトの調整スクリューを緩めてコンベアベルトの張りを緩める。全ての張りが解放され

たことを確かめるために、本機の後方へフロントローラーを押してください。 

ステップ 6. 

スプリスワイヤーを置き、取り除くために後部をまっすぐにします。スプリスワイヤーをフレームの穴から取

り出してください。 

ステップ７. 

上部からベルトを引き抜いてください。 

ステップ８. 

パンやプラスチックパンカバーを洗浄してください。新しいコンベアベルトを損傷しうる消耗や鋭角なもの

がないか確認してください。前方コンベアベルトアイドルローラーと後方コンベアベルトドライブローラーを

洗浄、点検してください。前後のローラーのベアリングを確認してください。 

 

新しいコンベアベルトの装着 

ステップ 9. 

スプリスが他の部品を巻き込まないよう、適切な方向にコンベアベルトを挿入してください。 

ベルトの両端の違いを確認し、切れ目のないほうを先にして本機に挿入してください。形状に沿って、

メータリングゲートを通してホッパーの中まで差し込んでください。 

コンベアベルトがホッパーシールの下にあることを確認してください。パンの上やフロントアイドルローラー

周辺にベルトを挿入してください。 
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ステップ 10. 

コンベアベルトの後部をフレームのスプリスリムーバルホールに配置してください。スプリスでメルトの後部

を接続してください。注意：ベルトの両方の外側の端は両方とも確実に配置してください。軌道やベル

ト位置の問題が生じます。スプリスワイヤーを挿入し、コンベアベルトの後部を結合してください。スプリ

スワイヤーの後部をコンベアベルトにしっかり固定するためにわずかに凹ましてください。 

ステップ 11. 

コンベアベルトの張りを再設定してください。本書のコンベアベルトの張り調整の項目を参照してくださ

い。 

ステップ 12. 

コンベアベルトスクラッパーを交換、調整してください。スピナーシールドを交換してください。バッテリーケ

ーブルを車輛に再接続してください。 

ステップ 13. 

コンベアベルトを稼働し、ベルトを確認してください。ベルトはホッパーシールに絡まないようにしてくださ

い。またフレームや駆動部品に接触しないようにしてください。本書のコンベアベルトの軌道調整の項

目を参照してください。軌道調整とブレイクインの手順の指示に従ってください。 

 

 

 

スピナー羽根調整（図 29、30 参照） 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、スピナー羽根に薄目砂/

厚目砂の調整を行う前は常にエンジンを停止させてく

ださい。 

ｽﾌﾟﾘｽを取り除くための穴 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄｽｸﾗｯﾊﾟｰ 

ｽﾋﾟﾅｰ 

図 28 

稼働時のベルトの軌道 

ｽﾌﾟﾘｽ 

ﾍﾞﾙﾄ端の切れ目 

図 29 
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図 29 左上から 

羽根角度調整/内側固定ナット/角度調整 

50%の取付角度の羽根/スロット/搭載角度 

 

 

羽根の角度を変更することは全ての散布の幅やパターンを変更します。薄目砂と普通の厚目砂オペ

レーションは工場出荷時の設定である 50%の角度で使用できます。しかしながら、非常に重い厚目

砂や非常に軽い薄目砂の場合は角度を変更する必要があります。非常に軽い薄目砂の場合は、

角度は 25%から 0%に調整します。非常に重い厚目砂の場合は 75%から 100%に調整します。 

羽根の角度は羽根の内側の固定ナットを緩めることで調整（外側のナットは緩める必要がありません）

し、スロットに沿って羽根をスライドさせてください。ナットを小さい角度マーカーに沿って置き、再びスク

リューを締めてください。 

注意：左右のスピナーは正反対の方向に回転しますので左右の羽は向い合せると同じ方向に回転

するイメージです。各羽根の調整位置や方向は図 36 を参照してください。 

 

 

 

スピナー盤の取り外し（図 31 参照） 

本機はスピナー盤着脱時は目砂素材なマテリアルハンドラーとして使用されます。スピナー盤着脱時

は目砂素材がユニットの後ろから落下し、散布はできません。マテリアルハンドリングレートはメータリン

グゲートを使用し、コンベアベルト速度コントロールを使用することで調整可能です。スピナー盤取り

外しには以下の工程で行ってください。 

超薄目砂の羽根調整（上

部から見た図） 

 

羽根の角度は 100% 

超厚目砂の羽根調整（上

部から見た図） 

 

羽根の角度は 0% 

図 30 
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ステップ１. 

スピナー速度を 0 にするためにディスプレイボックスを使用してください。 

ステップ 2. 

後方からスピナーシールドを取り外してください。 

ステップ 3. 

スピナー盤の二つの油圧ホースを取り外してください。一つのホースはスピナー盤の左のスピナーモータ

ーに接続されていて、もう片方は右のモーターに接続されていますｊ。 

ステップ 4. 

スピナー盤とフレームを固定している 1/2 六角ナットを取り外します。 

ステップ 5. 

スピナー盤を持ち上げて本機後部のフレームから取り外します。スピナー盤上部にあるスモールホッパ

ー盤への凹みや損傷をしないよう注意してください。スピナー盤の重量は 68kg です。適切なリフト装

置と技術で作業してください。 

 

ステップ 6. 

スピナーホースのクイックリリースフィッティングを繋いでください。本機後部に引っかかっている過度なホ

ースを引っ張ってください。 

ステップ 7. 

スピナーシールドを本機後方に戻してください。 

 

 

ｽﾋﾟﾅｰ速度を 0 に

設定してください。 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾎﾞｯｸｽ 

ｽﾋﾟﾅｰｼｰﾙﾄﾞ 

ｽﾋﾟﾅｰ盤ﾞ 

ﾎｰｽをｽﾋﾟﾅｰから取り外し、二つのﾎｰｽを繋げてくだ

さい。 
図 31 
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油圧システム（図 33 参照） 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、エンジンやポンプが稼働時にい油圧システムの部品整備を

行わないでください。高圧のオイルや高温のオイルは甚大な怪我や死を招く恐れがあり

ます。オイル漏れを確認する際は指や手で行わないでください。高圧オイルは皮膚を

貫通し、体内に深刻な影響を及ぼします。甚大な怪我や死を招く恐れがあります。高温の油圧オイ

ルに注意してください。甚大なやけどやけがの可能性があります。油圧のホースと接続部を点検してく

ださい。エンジン、スピナーモーター、コンベアドライブモーターなどが稼働時に油圧ホースや接続部の

点検は行わないでください。 

油圧ホースの状態を確認してください。ホースは破損時にオイル漏れを制御するために保護カバーが

してあります。漏れや消耗したホースは本機稼働前に修理又は交換をしてください。 

油圧燃料 

油圧システムは本機稼働のための油圧パワーや油圧燃料を供給します。本機は個別の油圧燃料リ

ザーバーを搭載していません。油圧システムに補充する前に使用する車輛の燃料タイプを確認してく

ださい。 

使用するための油圧燃料のタイプや使用される燃料のタイプの最大温度幅のマニュアルを参照してく

ださい。 

 

油圧システムの整備 

車輌オイルポンプが稼動していないときは、本機配管には通常圧が残存していません。しかしながら、

ある装置が異常である場合、加圧されたオイルが依然として残留している可能性があります。整備を

始める前に、完全に圧が抜かれていることを確認してください。 

●システム内の油圧オイルの温度が下がるまで待ってください。 

●車輛からクイックリリースフィッティングすを切断してくださ。 

●スピナー盤からクイックリリースフィッティングすを切断してください。 

油圧オイルは常にシステム内や部品内に残っています。油圧システム部品を整備する際は残っている

油圧オイルを除去できるよう備えてください。 

 

 

 

加圧された油圧オイルが残存している可能性に注意してください。漏れを確認する際は、決して手、

指を使用しないで下さい。安全グラスを装着してください。 
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油圧バルブブロック（図 32 参照） 

バルブブロックはリリーフバルブ、スピナーモーターのた

めの S1ソレノイドを搭載した PF1バルブ、コンベアベ

ルトのための S2 ソレノイドを搭載した PF2 バルブが

あります。 

 

リリーフバルブ： 

リリーフバルブはバルブブロックの中段に位置しています。リリーフバルブはシステムにそぐわない高圧に

加圧されたオイルを逃がす役目があります。このバルブは調整不可能で、超過圧力をバルブ下段から

トラックタンクに戻します。リリーバルブは整備への供給部品は有りません。機能しないときは交換して

ください。 

ただ、O リングの供給はあります、詳しくはパーツリストを確認してください。 

 

PF1 バルブボディーと S1 ソレノイド： 

PF1 はバルブブロックの下に位置しています。モーターへの油圧の流れや圧力を制限することでスピナ

ーモーターの速度をコントロールします。PF1 はソレノイド S1 によって稼働される電気駆動のバルブで

す。起動はディスプレイボックスのON/OFFスイッチで行われ、運転画面でコントロールできます。稼働

時にはディスプレイボックスには 0%から 100%までが表示されます。このバルブは稼働していない時に油

圧の流れがバイパスしてタンクに戻るようにする常開型タイプのバルブです。コンベアに対してディスプレ

イボックススイッチが ON の時にはソレノイドは起動します。電気稼働によってバルブを閉じて油圧の流

れをスピナーモータへもたらします。 

油圧の流れはポート INにてブロックの下部に行き、バルブ PF1に流れます PF1からでる流れはポート

CF にて放出し、左側のスピナーモーターに行きます。 

ソレノイド S1（バルブ PF1）の電気接続に関する情報は本書の電気システムのメンテナンスの項目を

参照してください。 

バルブとソレノイドは交換可能な部品です。バルブボディは整備への供給部品はありません。機能し

ないときは交換してください。ただ、O リングの供給はあります、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 
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PF2 バルブボディと S2 ソレノイド： 

PF2 はバルブブロックの上部に位置しています。コンベアモーターへの油圧の流れと圧力を制御するこ

とでコンベアベルトの速度をコントロールします。 

PF2はソレノイドS2によって稼働する電気稼働のバルブです。稼働はディスプレイボックスのON/OFF

スイッチで行い、運転画面でコントロールできます。稼働時にはディスプレイボックスの画面は 0%から

100%までの流れを表示します。常開型タイプのバルブで稼働していない時には油圧の流れがバイパス

してタンクに戻ります。コンベアベルトに対してディスプレイボックスが ON の状態のときはソレノイドは稼

働します。電気稼働はバルブを閉じ、油圧の流れをコンベアベルトモーターへもたらします。 

油圧の流れはスピナーモーターの右側からきてポート IN を通って PF2 に流れます。 

ソレノイド PF1 と PF2 が稼働していなかったり、PF1 が作動しない場合は PF2 はベルトモーター稼働

しません。PF2 から制御された油圧オイルはポート CF からコンベアモーターに放出されます。超過した

流量はバイパスを通ってトラックタンクへ返されます。 

ソレノイド S2 に対する電気接続についての情報は本書の電気システムメンテナンスの項目を参照し

てください。 

 

 

 

 

 

図 33 
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ソレノイドコイルとバルブボディは交換可能な部品です。バルブボディについては O リング以外の部品

供給はありません。機能しないときは交換してください。 

チェックバルブ 

スピナー盤の内側と外側のホースの間にチェックバルブがあります。スピナーが停止した場合、圧力の

均等化をもたらします。チェックバルブはボディに装置の方向を示す小さい矢印が表示してあります。

矢印は圧力の方向を示しています。チェックバルブへの供給部品はありません。機能しない場合は交

換してください。 

 

 

左右のスピナー油圧モーター 

スピナーモーターへの油圧力はソレノイド S1 のそばのバルブブロックでコントロールされ、ポート CF のマ

ニフォルドブロックの下部を出ます。 

モーター速度は PF1 バルブでコントロールされ、ON/OFF 作動と PF1 のスピナー速度設定はディスプ

レイボックスでコントロールされます。 

図 34 
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マニフォルドブロックからの制御された流れは左側のモーターポートへ送られます。そして、左側のモータ

ーを出て右側のモーターに入ります。右側のモーターを出た流れはコンベアベルトの動力のためのマニ

フォルドブロック上部のポート IN に戻ります。 

 

モーターの回転方向は互いに正反対です。右側のスピナーは反時計回りに回転し、左側のスピナー

は時計回りに回転します（スピナー盤を上から見た場合）。スピナーは油圧モーターからの直結駆動で

す。 

注意：シールキットはスピナーモーターに使用可能です。本書のパーツリストの項目を参照してくださ

い。 

スピナーやスピナーモーターが稼働しない場合、以下の項目を確認してください。 

●ディスプレイボックスの ON/OFF スイッチが稼働していない。 

●バッテリーを確認してください。バッテリーから供給される電力が S1 と PF1 ソレノイドバルブを稼働す

るには低すぎる。 

●ﾋｭｰｽﾞを確認してください。 

●S1 ソレノイドコイルにおいて電気接続がよくない。バルブブロックのソレノイド S1 と PF1 の電力を確

認してください。 

●S1 バルブが稼働しない。油圧の流れがモーターに行くようにバルブは閉じなければならない。 

●受信機の赤いライトを確認する。 

●スピナーが素早く取り外せる状態で左右のモーターを確認してください。 

●ディスプレイボックスのスピナー速度が低すぎる。 

●充分な油圧の流れを供給するにはエンジンスロットルが低すぎる。 

●他の部品で、稼働が制限されていないか確認する。目砂素材の堆積やスピナー下の障害を確認

する。スピナーは擦れ合わないようにしてください。 

●損傷又は機能しないモーター。 

●スピナーモーターの機械的な問題。 

●油圧モーターの緩みや位置のずれ。 

●リリーフバルブが全ての油圧パワーをタンク後方へバイパスしている。 

●リザーバー内の油圧燃料レベルが低すぎる。 

●ポンプが稼働していない。 

スピナーモーターから出た油圧の流れはマニフォルドブロックに戻ります。その後油圧はPF2ソレノイドを

介して、ベルト稼動のために油圧を送ります。 
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コンベアベルトモーター 

コンベアベルトモーターはコンベアベルトを動かします。モーターは後方部のフレームの右側に搭載され

ています。モーターの ON/OFF の稼働はディスプレイボックスの ON/OFF スイッチでコントロールされま

す。 

モーターへの油圧パワーはバルブPF2とソレノイドS2のそばのマニフォルドバルブブロックの上部でコント

ロールされています。ポート IN のスピナーモーターから上部へ流れます。 

油圧の流れはポートCFのブロック上段を出ます。モーターの速度はPF2バルブでコントロールされます。

PF2 に対する ON/OFF の作動とコンベアベルト速度設定はディスプレイボックスでコントロールされま

す。 

モーターは時計回りの方向にのみ回転します（本機の左側から見た場合）。モーターが逆回転してい

る場合、モーターやマニフォルドバルブブロックが逆に接続されている可能性があります。 

注意：シールキットはスピナーモーターに対して利用できます。本書のパーツリストの項目を参照してく

ださい。 

コンベアベルトモーターが稼働しない場合、以下の項目を確認してください。 

●ディスプレイボックスの ON/OFF スイッチが稼働していない。 

●車輛のバッテリーを確認してください。S1、S2、PF2 ソレノイドバルブを稼働するためにバッテリーから

供給される電力が低すぎる。 

●ﾋｭｰｽﾞを確認する。 

●S2 ソレノイドコイルにおいて電気接続がよくない。バルブブロックのソレノイド S2 と PF2 の電力を確

認してください。 

●S2 バルブが稼働しない。油圧の流れがモーターに行くようにバルブは閉じなければならない。 

●S１バルブが稼働しない。油圧の流れがPF２バルブ、モーターに行くようにバルブは閉じなければなら

ない。 

●赤いランプが点灯していないかレシーバーボックスを確認する。 

●コンベアベルト速度が過度に低く設定してある。 

●リリーフバルブが全ての油圧パワーをタンク後方へバイパスしている。 

●コンベアベルトモーターが損傷又は機能しない。 

●リザーバー内の油圧燃料が低すぎる。 

●機械的問題。 

●ポンプが稼働しない。 

コンベアベルトモーターを出る油圧の流れは油圧フィルターアッセンブリを通って、タンクに戻ります。 
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電気システム 

電気システムを整備する前に、以下の項目を確認してください。 

 

 

甚大な怪我や本機の電気部品への損傷を防ぐために、電気システムを整備する前にパワーサプライ

ケーブルを切断してください。 

●車輛バッテリーがフル充電されており、十分な電力を供給できることを確認してください。問題箇所

は電力の弱さにあるかもしれません。 

●電力供給ケーブルを確認してください。 

●バッテリーの極性を確認してください。赤いワイヤーがプラスで、黒いワイヤーがマイナスです。 

●ﾋｭｰｽﾞブロックのﾋｭｰｽﾞを確認してください。パワーﾋｭｰｽﾞは 2AMP と 15AMP でタイプ ATO です。 

● 

●フロントフレームのボックスとプラグの電気コントロールボックスケーブルのプラグの接続を確認してくだ

さい。 

 

 

甚大な怪我を防ぐために、バッテリー製造元に提供された又はバッテリーにプリントされた安全警告を

読み、理解してください。 

保護メガネを装着してください。バッテリーは目や肌に深刻なやけどをもたらす酸性物質を含んでいま

す。バッテリーは排気ガスを放出します。決して火花や裸火を近づけないで下さい。 

 

パワー供給ケーブル（図 36 参照） 

電力供給ハーネスはパワーを本機の電気システムに供給します。車輛への接続は車輛のバッテリー

に直接行われます。プラスの赤いワイヤーは車輛バッテリーのプラスへ、黒いマイナスのワイヤーはマイナ

スへ接続してください。 

●二つの赤いワイヤーは ON/OFF スイッチに接続してください。 

●ターミナルリング付の赤いワイヤーはプラスのバッテリーポストに接続してください。 

●二つのポールコネクターはメインワイヤリングハーネスへ接続してください。 

パワーON/OFF スイッチ（図 36 参照） 

パワーON/OFF スイッチ（フェンダー上に搭載）はマニフォルドワイヤリングハーネスとコントロールボックス

への電力をコントロールします。電力はパワーサプライケーブルが車輛のバッテリーに接続されている限

り、パワーサプライケーブルからの赤いワイヤーにあります。 

●スイッチに接続ざれた両方の赤いワイヤーはプラスです。ワイヤーはスイッチのターミナルのどちらにで

も接続可能です。 
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メインワイヤリングハーネス（図 36 参照） 

メインワイヤリングハーネスはマニフォルドバルブブロック（ソレノイド S1、S2、PF1、PF2）、ディスプレイボ

ックス、レシーバ^ボックスの電気接続を供給します。 

電力はフェンダーに搭載されているON/OFFスイッチがONの時、パワーサプライケーブルが車輛バッテ

リーに接続されている時にシステム（ハーネス）内に存在します。スイッチが OFF の時は回路に流れる

電力はありません。 

 

グランドワイヤー 

●メインワイヤリングハーネスのスモールゲージブラックグラウンドワイヤーはリレーソケットを固定するスク

リューを使用する目砂フレームへ接続されています。 

 

パワーイン 

●本機を稼働するためのパワーインはパワーサプライケーブルからの二つのポールコネクターによって供

給されます。 

 

ﾋｭｰｽﾞブロック 

●ﾋｭｰｽﾞブロックは ATO/ATC ﾋｭｰｽﾞの二つのタイプがあります。 一つはディスプレイボックスとレシー

バーサーキットに対する 2AMPで、一つは油圧バルブブロックソレノイドサーキットに対する 15AMPです

（図 36 参照） 

 図 35 

ﾋｭｰｽﾞブロックを後方から見た図 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾎﾞｯｸ

ｽとﾚｼｰﾊﾞｰに

対するﾋｭｰｽﾞ 

ﾊﾞﾙﾌﾞﾌﾞﾛｯｸに対する

15 ﾋｭｰｽﾞ 
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●ﾋｭｰｽﾞブロックにおいて、2AMP ﾋｭｰｽﾞソケットは赤と白のワイヤーがあります。内側の赤いワイヤー

はパワー供給ワイヤーからで白いワイヤーはレシーバーボックスコネクターへ向かいます。 

●ﾋｭｰｽﾞブロックにおいて、15AMP ﾋｭｰｽﾞソケットは赤と黄色のワイヤーがあります。内側の赤いワイヤ

ーパワー供給ワイヤーからで、外側の黄色のワイヤーはレシーバーボックスに向かいます。 

 

リレーソケットワイヤー 

●リレーは本機では使用できません。リレーソケットは電

気システムへに繋がっていますが、リレーは使用できませ

ん。リレーソケットのワイヤーの色は図 37を参照してくださ

い。 

 

 

油圧バルブブロックソレノイドワイヤー（S1・S2 ソレノイド） 

ワイヤリングハーネス末端の二つのコネクターは油圧バルブブロックのソレノイドに接続されます。 

ソレノイド S1 はバルブブロックの下段に位置しており、スピナーモーターに対するものです。 

ソレノイド S2 はバルブブロックの下段に位置しており、コンベアベルトモーターに対するものです。 

●緑と黒のワイヤー付のコネクターはソレノイド S1 に接続しています。緑のワイヤーはプラスで、黒のワ

イヤーがマイナスです。 

●青と黒のワイヤー付のコネクターはソレノイド S2 に接続しています。青のワイヤーはプラスで、黒のワ

イヤーがマイナスです。 

ﾋｭｰｽﾞﾌﾞﾛｯｸ ﾜｲﾔﾘﾝｸﾞﾊｰﾈｽ 

車輛ﾊﾞｯﾃﾘｰへ 

動力供給 ON/OFF ｽｲｯﾁ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾎﾞｯｸｽ 

使用しない 

ﾚｼｰﾊﾞｰ 

ｽﾋﾟﾅｰ 

ﾍﾞﾙﾄ 

使用しない 

使用しない 

ﾊﾞﾙﾌﾞﾌﾞﾛｯｸ

ｿﾚﾉｲﾄﾞへ 

車輛への動力供給ﾊｰﾈｽ 

図 37 

図 36 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾜｲﾔｰ 
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ソレノイドコイル S1 と S2 においてボルトのテストをする際にはディスプレイボックスのスイッチは ON でエ

ンジンイグニッションキーも ON でなければなりません。作動中又はソレノイドが稼働中には油圧モータ

ーを稼働させ、速度をコントロールします。ディスプレイボックススイッチが OFF の時、ソレノイドコイルに

電力はありません。 

 

レシーバーボックスワイヤー 

レシーバーコネクターはフェンダー下の本機の左側にあります。 

●コネクターはレシーバーボックスに接続されます。ワイヤーのカラーコードは図 38 を参照してください。 

フェンダーにある ON/OFF スイッチはディスプレイコネクターのボルトのテストをする際は ON でなければ

なりません。 

 

 

ディスプレイハーネスコネクター 

コネクターはフェンダー下の本機の右側にあります。 

●コネクターは 7 つのワイヤーがあります。カラーワイヤーコードは図 38 を参照してください。 

フェンダーにある ON/OFF スイッチはディスプレイコネクターのボルトをテストする際には ON でなければ

なりません。 

 

図 38 



59 

 

ディスプレイボックス・ディスプレイボックスケーブル（図 39 参照） 

 

 

電気システムへの損傷を防ぐために、ボックスを取り外す前にデ

ィスプレイボックスワイヤリングハーネスへの電力を切ってくださ

い。 

ディスプレイボックスはレシーバーボックスと目砂の油圧速度をコ

ントロールを使用者が制御するものです。適切な操作指導は

本書の操縦者の項目を参照してください。ディスプレイボックス

ケーブルはコントロールボックスと本機を繋ぐものです。ディスプレ

イボックスがコントロールと本機前方のコネクターに接続されてい

るか確認してください。レシーバーがワイヤリングハーネスに接続

されていることを確認してください。ﾋｭｰｽﾞボックス内のﾋｭｰｽﾞを確認してください。全ての電気接続を

確認してください。 

ディスプレイボックスはレシーバーボックスと交信のために使用されるプログラムを搭載してあります。 

ディスプレイの交換又は適切なディスプレイボックスに関しての情報は本書のパーツ項目を参照してく

ださい。トラブルシューティングや接続確認のために以下の概略図を使用してください。 

 
レシーバーボックス（図 40 参照） 

レシーバーはシステム稼働のためのプログラムを保管、処理します。ワイヤリングハーネスコネクターの上

に小さいインジケーターライトがあります。システムが通常稼働時にはライトが緑に点灯します。稼働に

問題があったり、通信や物理的な問題がが生じた場合

はライトは赤くなります。 

 

 

 

 

図 39 

図 40 
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ﾋｭｰｽﾞと全ての電気接続の確認 

レシーバーボックスを開けないでください。整備への供給部品はありません。レシーバーのプログラムが

機能しない場合は、交換してください。本機稼働のためのプログラムが搭載されています。ボックス上

部に白い小さいデカルがあります。リビジョンレターはボックスのプログラムレベルを表示しています。ディ

スプレイボックスのリビジョンレベルと一致していなければなりません。このリビジョンレベルはレシーバーボ

ックス交換時に使用されます。レシーバー交換に関する情報は本書のパーツ項目を参照してくださ

い。 
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ターフコ社 WSP1550TEC 

パーツリスト 

製品番号 85822 

目砂散布機 
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